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保
育
園
再
編
に
関
す
る
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
見
と
計
画
へ
の
反
映
一
覧
 

 

ア
ン
ケ
ー
ト

項
目
 

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
の
主
な
意
見
 

市
と
し
て
の
捉
え
方
 

計
画
へ
の
具
体
的
な
対
応
内
容

 
計
画
（
案
）
 

記
載
箇
所
 

Q1
0-

1 
現
在
通
わ
れ
て
い
る
保
育
園
の
環
境
に
つ
い

て
、
心
配
に
思
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
 

①
施
設
の
老
朽
化
 

②
統
廃
合
へ
の
不
安
 

①
 築

50
年
前
後
を
迎
え
る
施
設
の
個
別
維

持
は
多
額
の
コ
ス
ト
を
招
く
た
め
、
施
設

を
集
約
し
、
最
優
先
で
あ
る
「
命
の
安
全
確

保
」
と
「
防
災
機
能
の
強
化
」
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。
 

  ②
 保
護
者
が
事
前
に
見
通
し
を
立
て
ら
れ

る
よ
う
、
客
観
的
か
つ
明
確
な
基
準
を
定

め
、
丁
寧
に
対
話
を
行
う
プ
ロ
セ
ス
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

①
 公

立
保
育
園
の
老
朽
化
に
伴
う
財
政
負
担
の
軽
減
を

図
る
と
と
も
に
、
近
年
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害

か
ら
こ
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
、
施
設
の
再
編
に
よ

る
財
源
の
集
中
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
持
続
可
能

な
修
繕
費
の
確
保
と
施
設
の
安
全
対
策
・
防
災
機
能
の
強

化
を
推
進
し
ま
す
。
 

 ②
 園

の
適
正
な
集
団
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
入
園
申

し
込
み
後
の
児
童
数
に
基
づ
き
、
段
階
的
な
適
正
規
模

へ
の
集
約
化
を
進
め
ま
す
。
 

□
 
休
園
の
基
準
：
 
受
付
児
童
数
が

10
人
未
満
と
な
っ
た
場
合
 

（
今
年
度
に
お
い
て
既
に
10
人
未
満
と
な
っ
て
い
る
場
合
を
含
む
。
）
 

□
 
協
議
開
始
の
基
準
：

 受
付
児
童
数
が

20
人
未
満
と
な
っ
た
場
合
 

（
今
年
度
に
お
い
て
既
に
20
人
未
満
と
な
っ
て
い
る
場
合
を
含
む
。
）
 

□
 
協
議
の
方
法
：
 
上
記
の
協
議
基
準
（

20
人
未
満
）
に
該
当
す
る
園
ご
と

に
、
保
護
者
説
明
会
を
実
施
し
、
休
園
に
向
け
た
協
議
を
開
始
 

各
園
の
休
園
基
準
を
具
体
的
に
示
し
ま
す
。
 

①
第
Ⅴ
章
 

再
編
の
実
施
方
針
 

１
（
６
）
 

     ②
第
Ⅴ
章
 

再
編
の
実
施
方
針
 

２
 

 第
Ⅵ
章
 

再
編
の
具
体
的
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
 

１
 

Q1
0-

3 
お
子
さ
ま
が
保
育
園
生
活
を
送
る
上
で
、
特

に
重
視
さ
れ
る
こ
と
 

・
同
年
代
の
友
達
と
の
関
わ
り
・
刺
激
 

 

子
供
同
士
の
社
会
性
や
主
体
性
は
、
同
年

齢
の
仲
間
と
の
対
等
な
関
わ
り
合
い
か
ら

育
ま
れ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
安
定
し
た
集
団
規
模
を
確
保
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。
 

質
の
高
い
保
育
を
安
定
し
て
提
供
で
き
る
体
制
を
確

保
す
る
た
め
、

3
歳
以
上
児
の

1
ク
ラ
ス
あ
た
り
の
児
童

数
は

1
5
人
程
度
を
目
指
し
ま
す
。
 

第
Ⅴ
章
 

再
編
の
実
施
方
針
 

１
（
１
）
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Q1
0-

5 
公
立
保
育
園
の
配
置
や
規
模
の
見
直
し
に
つ

い
て
、
不
安
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
 

①
保
育
の
質
が
確
保
さ
れ
る
か

 

②
在
園
中
に
環
境
が
変
化
す
る
こ
と
 

③
送
迎
の
負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と
 

 

①
保
育
の
質
の
向
上
と
体
制
整
備
  

再
編
は
「
よ
り
良
い
育
ち
の
場
」
へ
の
転
換

点
で
あ
り
、
公
私
協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
と
人
材
集
約
に
よ
り
、
持
続
可
能
で
質
の

高
い
保
育
体
制
を
構
築
し
ま
す
。
  

      ②
心
理
的
安
定
へ
の
配
慮
  

環
境
変
化
に
伴
う
子
供
へ
の
影
響
を
考
慮

し
、
慣
れ
親
し
ん
だ
生
活
か
ら
新
し
い
環
境

へ
、
可
能
な
限
り
緩
や
か
か
つ
丁
寧
に
移
行

で
き
る
よ
う
配
慮
し
ま
す
。
  

 ③
送
迎
負
担
の
軽
減
維
持
  

圏
域
全
体
で
持
続
可
能
な
環
境
を
維
持
す

る
た
め
、
運
営
主
体
の
別
に
関
わ
ら
ず
、
保
護

者
の
送
迎
負
担
が
現
状
か
ら
大
き
く
変
わ
ら

な
い
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。
  

①
 公
立
園
の
再
編
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
全
体
の
最
適
な

保
育
需
要
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
た
め
、
法
人
立
園
と
調

整
を
図
り
、
定
員
の
適
正
化
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
配
慮

が
必
要
な
お
子
さ
ん
を
含
め
、
一
時
的
な
利
用
希
望
の
増

加
や
受
け
入
れ
先
の
変
更
に
対
し
て
は
、
公
私
の
枠
を
超

え
て
柔
軟
に
協
力
し
合
う
体
制
を
構
築
し
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
効
率
的
か
つ
手
厚
い
保
育
体
制
を
構
築
す
る

た
め
、
適
正
規
模
と
し
て
定
員
数
を

1
園
あ
た
り

8
0
人

程
度
を
目
安
と
し
、
適
正
規
模
の
確
保
を
図
り
ま
す
。
 

 ②
 集
約
化
に
よ
り
、
休
園
と
な
る
保
育
園
か
ら
の
転
園
に

あ
た
っ
て
は
、
在
園
児
が
希
望
す
る
園
を
優
先
的
な
確
保

に
努
め
ま
す
。
 

  ③
 法
人
立
園
の
設
置
状
況
や
、
保
護
者
の
勤
務
地
・
通

勤
ル
ー
ト
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
の
生
活
圏
域
、
利
便

性
を
踏
ま
え
、
「
中
学
校
区
に
公
私
協
働
で

1
園
以

上
」
の
配
置
と
な
る
よ
う
再
編
を
実
施
し
ま
す
。
 

①
第
Ⅳ
章
 

公
立
保
育
園
の
役
割
 

２
（
１
）
 

第
Ⅴ
章
 

再
編
の
実
施
方
針
 

１
（
３
）
 

     ②
第
Ⅵ
章
 

再
編
の
具
体
的
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
 

   ③
第
Ⅴ
章
 

再
編
の
実
施
方
針
 

１
（
５
）
 

 

 補
足
（
計
画
策
定
へ
の
活
用
）

 

本
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
本
計
画
（
改
定
版
）
の
「
第

II
I
章

 加
賀
市
の
保
育
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題
」
に
お
け
る
分
析
の
根
拠
と
し
た
ほ
か
、「

第
V
章
 
再
編
の
実
施
方
針
」
お
よ
び
「
第

VI
章
 実

施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
の
策
定
に
お
い
て
も
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。
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○加賀市健康福祉審議会条例 

平成17年10月1日 

条例第119号 

(設置) 

第1条　本市の健康及び福祉施策の推進について調査審議するため、加賀市健康福祉審議会(以下

「審議会」という。)を置く。 

(所掌事務) 

第2条　審議会は、市長の諮問に応じ、次に掲げる事項について調査審議し、市長に答申する。 

(1)　地域福祉に関する事項 

(2)　高齢者に関する事項 

(3)　障害者に関する事項 

(4)　こどもに関する事項 

(5)　健康に関する事項 

(6)　前各号に掲げるもののほか、健康及び福祉施策の推進に関する事項 

(組織) 

第3条　審議会は、委員15人以内をもって組織する。 

２　委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱し、又は任命する。 

(1)　学識経験を有する者 

(2)　保健医療関係機関又は団体が推薦する者 

(3)　福祉関係機関又は団体が推薦する者 

(4)　地域関係団体が推薦する者 

(5)　公募による市民 

(6)　前各号に掲げる者のほか、市長が必要と認める者 

(審議会委員の任期) 

第4条　審議会の委員(以下「審議会委員」という。)の任期は、3年とする。ただし、補欠の審議

会委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

(会長及び副会長) 

第5条　審議会に会長及び副会長を置く。 

２　会長及び副会長は、審議会委員の互選により定める。 
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３　会長は、審議会を代表し、会務を総理する。 

４　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

(会議) 

第6条　審議会の会議は、会長が招集する。ただし、審議会委員委嘱又は任命後の最初の審議会は、

市長が招集する。 

２　会長は、審議会の会議の議長となる。 

３　審議会は、審議会委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

４　審議会の議事は、出席審議会委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところ

による。 

(分科会) 

第7条　審議会に、専門の事項を調査審議するため、次に掲げる分科会を置く。 

(1)　高齢者分科会 

(2)　障害者分科会 

(3)　こども分科会 

(4)　健康分科会 

２　審議会は、前項の分科会の決議(審議会の会長が認める決議に限る。)をもって、審議会の決

議とすることができる。 

(分科会の委員等) 

第8条　前条第1項に規定する分科会は、委員20人以内をもって組織する。 

２　分科会に属すべき審議会委員は、審議会の会長が指名する。 

３　前項の委員以外の分科会の委員(以下「分科会委員」という。)は、学識経験を有する者等の

うちから、審議会の会長の推薦に基づき市長が委嘱し、又は任命する。 

４　分科会に会長を置き、当該分科会に属する審議会委員及び分科会委員の互選により定める。 

５　第4条の規定は分科会委員に、第6条の規定は分科会の会議に準用する。 

(専門部会) 

第9条　分科会に、専門部会を置くことができる。 

(意見の聴取等) 

第10条　審議会及び分科会は、審議のため必要があると認めるときは、関係行政機関の職員その

他関係者に対し、会議に出席を求めてその意見若しくは説明を聴き、又は資料の提出を求める
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ことができる。 

(庶務) 

第11条　審議会の庶務は福祉担当課において処理し、次の各号に掲げる分科会の庶務はそれぞれ

当該各号に定める業務担当課において処理する。 

(1)　高齢者分科会　高齢者担当課 

(2)　障害者分科会　障害者担当課 

(3)　こども分科会　こども担当課 

(4)　健康分科会　健康担当課 

(委任) 

第12条　この条例に定めるもののほか、審議会の組織及び運営に関し必要な事項は、規則で定め

る。 

附　則 

(施行期日) 

１　この条例は、公布の日から施行する。 

(経過措置) 

２　この条例の施行の日以後、最初に委嘱し、又は任命された審議会委員及び分科会委員の任期

は、第4条又は第8条第5項の規定にかかわらず、平成21年3月31日までとする。 
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○加賀市健康福祉審議会規則 

平成17年10月1日 

規則第62号 

(趣旨) 

第1条　この規則は、加賀市健康福祉審議会条例(平成17年加賀市条例第119号。以下「条例」と

いう。)第12条の規定に基づき、加賀市健康福祉審議会(以下「審議会」という。)の組織及び

運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

(諮問の付議) 

第2条　審議会の会長は、市長の諮問を受けたときは、当該諮問を分科会に付議することができ

る。 

(分科会の所掌事務) 

第3条　条例第7条第1項各号に規定する分科会の所掌事務は、次に掲げるとおりとする。 

(1)　高齢者分科会 

ア　高齢者福祉計画に関する事項 

イ　介護保険事業計画に関する事項 

ウ　公的介護施設等の計画及び整備に関する事項 

エ　地域包括支援センターの運営に関する事項 

オ　アからエまでに掲げるもののほか、高齢者の福祉を推進するために必要な事項 

(2)　障害者分科会 

ア　障がい者計画・障がい福祉計画に関する事項 

イ　アに掲げるもののほか、障がい者福祉を推進するために必要な事項 

(3)　こども分科会 

ア　次世代育成支援対策地域行動計画及び子ども・子育て支援事業計画に関する事項 

イ　子ども・子育て会議に関する事項(子ども・子育て支援法第77条第1項に掲げる事務) 

ウ　ア及びイに掲げるもののほか、児童福祉を推進するために必要な事項 

(4)　健康分科会 

ア　健康増進計画に関する事項 

イ　アに掲げるもののほか、健康づくりを推進するために必要な事項 
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(分科会の副会長) 

第4条　条例第8条第4項の会長を補佐し、会長に事故あるときにその職務を代理するため、分科

会に副会長を置くことができる。 

２　副会長は、分科会の委員の互選により定める。 

(専門部会) 

第5条　条例第9条の専門部会(以下「部会」という。)は、分科会の会長が特定の事項を調査審

議するため必要と認めるときに、審議会の会長の同意を得て置くことができる。 

２　部会は、委員20人以内をもって組織する。 

３　部会に、会長及び副会長を置くことができる。 

(委員の除斥) 

第6条　議案について利害関係を有する審議会、分科会及び部会の委員は、当該議案の審議に参

与することができない。 

(その他) 

第7条　この規則に定めるもののほか、審議会の組織及び運営に関し必要な事項は、審議会の会

長が別に定める。 

附　則 

この規則は、公布の日から施行する。 

附　則(平成18年3月31日規則第16号) 

この規則は、平成18年4月1日から施行する。 

附　則(平成24年6月1日規則第17号) 

この規則は、公布の日から施行する。 

附　則(平成25年4月1日規則第40号) 

この規則は、公布の日から施行する。 

附　則(平成26年3月25日規則第11号) 

(施行期日) 

１　この規則は、公布の日(以下「施行日」という。)から施行する。 

(経過措置) 

２　この規則の施行日の前日までに、この規則による改正前の加賀市健康福祉審議会規則の規
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定によりなされた手続その他の行為は、この規則による改正後の加賀市健康福祉審議会規則

の相当規定によりなされた手続その他の行為とみなす。 
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公立保育園再編基本計画 審議経過 

年月日 内  容 

令和 8年 2 月 18日 令和 7年度第 3回健康福祉審議会こども分科会 

（令和 7年度第 3回子ども・子育て会議） 

・加賀市公立保育園再編基本計画について 

令和 8年 6 月 11日 令和 8年度第 1回健康福祉審議会こども分科会 

（令和 8年度第 1回子ども・子育て会議） 

・加賀市公立保育園再編基本計画（改定版）・策定について 

令和 8年 7 月 30日 令和 8年度第 2回健康福祉審議会こども分科会 

（令和 8年度第 2回子ども・子育て会議） 

・加賀市公立保育園再編基本計画（改定版）・素案について 

令和 8年 8 月 21日 令和 8年度第 3回健康福祉審議会こども分科会 

（令和 8年度第 3回子ども・子育て会議） 

・加賀市公立保育園再編基本計画（改定版）・最終案について 
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加賀市公立保育園再編計画(改定版） 
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